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（様式第２号）

令和 ４年１２月１９日

SDGs達成に向けた宣言書

宣言者 所在地 秋田市手形学園町１番１号

名 称 国立大学法人秋田大学

代表者 学長 山本 文雄

は、SDGs の内容を理解し、SDGs達成に向けた

方針及び取組を次のとおり宣言します。

SDGs 達成に向けた取組方針等と目指す姿

３側面

(主な分

野にþ)

SDGs 達成に向けた

重点的な取組

2030年に向けた

指標

重点的な取組及び

指標の進捗状況

（※初回記入不要。１年ごとに要報告）

初回登録年月日：Ｒ３年１１月１９日

関連する主な

SDGs ゴール

（最大３つ）

þ経済

þ社会

þ環境

教育においては，国内外の

学生を受け入れ，SDGs の

知見とDX化推進に必要な

素養を身に着け，社会の諸

課題の解決に取り組むこと

ができる人材を育成する．

資源学，人間・社会科

学，医学・保健学，理工

学等に関する各専門知識

を身に付け，持続可能な

社会の構築に貢献できる

人材を輩出する．

学生教育においては，東北

地方を中心とする国内の学生

のみならず，中国や台湾，イ

ンドネシア等の東南アジアに

加え，南部アフリカ地域等の

発展途上国からの留学生も積

極的に受け入れ，各種奨学金

制度を活用して支援を行い，

富裕・貧困に関わらず，全て

の学生が平等に高等教育を受

けられるようにしている．特

に，今年度は，ロシアのウク

ライナ侵攻による緊急人道支

援として，ウクライナの学生

及び研究者を受け入れるとと

もに，経済的な支援に加え，

住居支援等も行っている．ま

た，DX推進に必要となる数

理・データサイエンス・AI 教

育について，学部生全員が学

ぶことができる教育プログラ
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秋田大学は，独創的な成果を世界に発信しつつ，国内外の意欲的な若者を受け入れ，優れた人材を育成

するため，地域や世界の諸機関との連携による柔軟な教育研究体制を構築し，グローバル化やDX（Digital

Transformation，デジタル技術による変革）化を推進しながら，地域から地球規模の諸課題の解決に挑

んでいます．このような活動は，健康や福祉，教育，エネルギー，環境，産業等，持続可能な開発目標

SDGs の達成につながるものであり，学長のリーダーシップのもとすべての教職員や学生等が協力して

取り組み，知のアカデミアとして地域社会や国際社会の発展に貢献していきます．

国立大学法人秋田大学
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ムを設定し，リテラシーレベ

ルの知識を身に付けている．

このような環境において，

SDGs の知見とDX推進に必

要な知識に加え，各分野の専

門知識を身に付けた医師や看

護師，診療看護師（NP），教

師や心理士，公務員，技術者

等として，社会で活躍できる

人材を継続的に輩出し，持続

可能な社会構築に貢献してい

る．

þ経済

þ社会

þ環境

研究においては，ICTを進

化させながら，地域から地

球規模に至る社会の諸課題

の解決に挑み，SDGsの達

成にも貢献することができ

る学術的な成果を創出す

る．

医療・介護，資源，エネ

ルギー，教育等の課題を

解決する研究に ICT 等を

活用して取り組み，学術

的成果の発表や社会実装

等に繋げる．

研究においては，ICTを進

化させ地域や地球規模の諸課

題を解決するため，教員のみ

ならず学生も，いつでもどこ

でもAI や統計学等によるデ

ータ解析を行うことができる

ソフトウエア環境を整備する

とともに，XRや AI，ロボテ

ィクス等を活用した産業DX

を推進するための環境を整備

した．各分野における研究と

して，医療・介護分野におい

ては，認知症のリスク因子を

解明するための研究や，秋田

県の医師の偏在化を解消する

ための遠隔診療に関する研

究，高齢者の交通事故の低減

を目的としたVR歩行シミュ

レータ，運動機能を改善する

リハビリテーションロボット

の開発等を推進している．ま

た，資源分野では，情報工学

を活用したスマートマイニン

グによる資源探査や開発等に

関する研究を推進している．

さらに，エネルギー分野で

は，秋田県の洋上風力発電に

関連する企業等との連携協定

を締結したことに加え，航空

機の電動化を実現する新世代

モータ等の開発も進め，グリ

ーン社会の構築に貢献してい

る．
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þ経済

þ社会

þ環境

社会貢献においては，教育

研究の成果を地域に還元

し，地域と協働して地域振

興策に取り組むとともに，

諸外国との学術交流を推進

しながらSDGs の達成に貢

献する．

教育研究で培う知見や技

術を活用し，公開講座や

技術移転等の活動を行

い，地域・国際社会の発

展への寄与や人材育成等

を行う．

社会貢献においては，教育

研究で培ってきた知見や技術

を活用した公開講座や技術移

転等を行っている．具体的に

は，公開講座について，秋田

県における健康長寿社会の構

築に向け，県民の健康維持・

向上や医療・介護，高齢者の

認知症やフレイル予防対策等

の公開講座等を開催し，ま

た，秋田県の自殺予防に資す

る取組みとして，SNSを活用

した高齢者支援事業や中高生

を対象としたSOSの出し方

教室等も行っている．さら

に，他の分野でも，資源分野

では「資源開発の最先端」，

理工分野では「生命科学への

扉」，人文科学分野では「ペ

ストの古今東西」等の講座を

実施している．また，技術移

転等について，県内唯一の特

定機能病院として，医師不足

や偏在化に対応する遠隔診療

の実施，心臓の大動脈弁の変

性に対し低侵襲な経カテーテ

ル大動脈弁留置術（TAVI）等

の高度医療に加え，ドクター

カーによる高度救急救命等も

行っている．また，理工系分

野では，地域社会と連携した

洋上風力発電や小型・高性能

モータの開発等を推進すると

ともに，国際社会とは，南部

アフリカ諸国や中央アジア地

域等を連携した地下資源の開

発や人材育成等も行ってい

る．このように，本学では知

のアカデミアとして，SDGs

の達成に向け，教育研究活動

の成果を地域社会や国際社会

に還元する取組みを行ってい

る．
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ゴール

番号
内容 アイコン

ゴール

番号
内容 アイコン

１ 貧困をなくそう ９
産業と技術革新の基

盤をつくろう

２ 飢餓をゼロに １０
人や国の不平等をな

くそう

３
すべてに人に健康と

福祉を
１１

住み続けられるまち

づくりを

４
質の高い教育をみん

なに
１２

つくる責任、つかう責

任

５
ジェンダー平等を実

現しよう
１３

気候変動に具体的な

対策を

６
安全な水とトイレを

世界中に
１４ 海の豊かさを守ろう

７
エネルギーをみんな

に、そしてクリーンに
１５ 陸の豊かさも守ろう

８
働きがいも経済成長

も
１６

平和と公正をすべて

の人に

１７
パートナーシップで

目標を達成しよう


